
 
 
 
 次の観点を踏まえながら、ユニバーサルサービスコスト算定の意義、必要性及び活用可能性等を 
含め検討 
 
 ・ユニバーサルサービスコストの算定に当たっては、日本郵政及び日本郵便の経営効率化やコスト 

削減努力等の経営努力を前提としたコストを明らかにすること。 
 
 ・今回の算定モデルでは取り込めていないユニバーサルサービスの提供維持に影響を与える外部環

境変化の要因（人口減少の更なる進行、超高齢化の急激な進展等）について考慮することも可能
なモデルの構築を図ること。 

 
 ・ユニバーサルサービスコストの算定方法については、サービスレベルの変化等の具体的な施策に

よるコスト削減の効果を試算に反映させる等、国民・利用者が郵政事業に期待するサービスの範
囲・水準の中長期的な変化を踏まえた、国民全般にとって分かりやすい説明が可能となるように
すること。 

 
 ・コスト算定に当たっては日本郵政及び日本郵便の決算等の実績データを用いることから、企業と

しての秘密保持にも配意しつつ、当該データの整理方法についての一定のルール整備の検討等を
含め、コスト算定プロセス及び算定結果の透明性を確保すること。 

コストの算定手法等に関するＷＧ  今後の主な検討事項 

 ユニバーサルサービスコストの算定手法の検証 

資料６ 

※「郵政事業のユニバーサルサービス確保と郵便・信書便市場の活性化方策の在り方 
 ＜平成25年10月１日付諮問第1218号＞答申」（平成27年９月28日情報通信審議会）から抜粋 


